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研究成果の概要： 
 現代日本語文法，音韻論，古典語，方言，社会言語学などの各分野から，述べ 19 名の研究

者の参加し，古典語など，ほぼ未開拓であった領域を含む対人配慮表現の研究の方法論を次々

と開拓することができた。とりわけプロジェクトの集大成である，社会言語科学会における 10
周年記念シンポジウムの研究発表では高い評価を得た。その内容が書籍として出版されること

が決定している。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 2,300,000 0 2,300,000 

2006 年度 2,700,000 0 2,700,000 

2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2008 年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

総 計 10,100,000 1,530,000 11,630,000 

 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 言語学・日本語学 
キーワード： 日本語・対人配慮・多様性・通時性・社会性・メディア・談話・地域差 
 
１．研究開始当初の背景 
 対人配慮に関わる言語表現の研究は，それ
ぞれの言語において，画一的に捉えられ，一
言語内の多様性に注目されることはなかっ
た。特に古典語における配慮表現の多様性研
究は，全世界で立ち遅れていた。そのなかで，
世界でも有数の古典資料を有する，日本語古
典の配慮表現研究は，大きな意義があった。
しかしながら，古典テキストに現れる配慮表
現は，ごく限られた貴族や武家などの身分社
会のものであり，時代によってコミュニケー
ションの書記意識も変動的であるという問
題点を抱えていた。そのなかで，古典テキス

トを言語資料として，どの程度活用できるか
という面で，不明な点が研究者間に多くあっ
た。 
 一方，現代語においては，語用論の方法論
が発達していたが，大学生のデータなどをも
って，各言語の性質を論じるなど，言語内の
多様性に目を向けるということは皆無に近
かった。さらに，社会的行動である対人配慮
の言語行動の分析に，話者や地域の社会性と
いう変数を導入することもほとんどなかっ
た。  
 
 



２．研究の目的 
 研究開始当初の目的は，大きくは次の２つ
を考えていた。 

(1) 配慮表現の多様性の解明（地域差，世
代差，時代差など） 

(2) 配慮表現が変化するメカニズムの解明
（通時的変化の方向，地域差・世代差と   
の関係など） 

 この研究成果は，研究期間終了後，くろし
お出版から『日本語の対人配慮表現の多様性
―地域差・世代差・時代差―』(仮題)として
出版する予定であった。 
 そして，この研究は，次のような位置づけ
で，これまでの研究を大きく変えようとする
ものであった。 
 (1) 日本語の対人配慮表現の多様性を共時

と通時の両面から統一的に捉え直す。 
 (2) 文法形式を統語的な観点からではなく，

コミュニケーションの手段として捉
え直す。 

以上のような目的を持って，研究を開始した。 
 
 
３．研究の方法 
 対人配慮が社会的行動であることを確認
したうえで，依頼―受諾，依頼―拒否，勧誘
―受諾，勧誘―断り，受益―感謝，などとい
った，発話行為単位での分析をするというコ
ンセンサスをメンバー間で形成した。 
 また，古典を扱う場合には，「１．研究開
始当初の背景」で述べたような，資料体とな
る文芸作品のテキストの性質に，時代による
差異が大きなことが問題になった。 

しかし，まずは発話行為単位での作品中の
言語表現を大量に集めることから，研究活動
を開始した。その資料を，上代，中世，近世
と時代別に収集し，各時代の配慮表現上の特
徴を探った。 
現代語においては，アンケートによる量的

調査，電話によるロールプレイ会話を実施し
た。アンケート調査は，東日本・西日本など，
配慮表現のマクロな地域差を立証するため
の調査，全国の市町村を対象にした地域網羅
的な調査，話者の居住地の都市性を問題にし
た調査を実施した。さらに，携帯メールでの
謝罪に対する「許し」の表現について，日本
語とイギリス英語とを対照する実験を行っ
た。また，若年層を対象に，「対人配慮」と
いう言語行動意識そのもののバラエティを
把握する調査も実施している。 

ロールプレイ会話調査では，東北，関西，
沖縄などを調査地点として，談話展開や配慮
の演技性などを分析対象とした調査を実施
している。 
 これらの手法によって収集された発話・会
話を，コミュニケーション上の機能的要素に
分解し，それぞれの要素のバラエティと量的

な出現傾向を見ることで，多様性の構造を明
らかにする方法を取った。 
 
 
４．研究成果 
 上記のような目的と方法から得られた知
見は次のようなものである。 
 通時的な観点からは，古代語では見られな
かった依頼や断りの際に，対人配慮を表すた
めに用いられる「すみませんが」「悪いんで
すけど」「無理を言いますが」などの前置き
表現が，中世以降見られるようになることが
明らかになった。 
 この点について，貴族だけの閉じられた社
会から，多方面の人々と交流する開かれた社
会に日本が移行するに当たって，対人配慮を
表現する必要が高まったが，日本語の文構造
上，文末にはその表現を挿入する余地がない
ため，前置きによって配慮が示されたという
説を立てるに至った。 
配慮表現の現代的多様性として，方言の地

理的多様性に通じる東西差が確認された。日
本語の東西差は，言語形式だけでなくコミュ
ニケーション上の特徴においても見られる
ことが明らかになった。さらに，地域差だけ
でなく，話者の居住地の都市性などに起因す
る，日常の対人関係のあり方の違いが関与し
ていることが明らかになった。都市部の開か
れた社会で，配慮表現の定型性が確認された
ことは，通時的変化に通じるものがある。 
ロールプレイ会話では，対人配慮の形とし

て「察しあい」の配慮が求められるため，「先
の読める予定調和の談話展開」がなされてい
る。これによって会話が儀礼的になることと，
もう一方の配慮である生きた創造的会話を
生み出すこととのせめぎあいがなされてい
る。 
 さらに，メディア的なアプローチとしては
携帯メールでの謝罪に対する許しが分析さ
れた。そこでは相手を「思いやる」配慮表現
が多用されるが，思いやることと相手を許す
ことは必ずしも一致しないことが確認され
た。このような傾向はイギリス英語よりも日
本語において多く見られ，日本語の配慮表現
では，本心の「察し」が求められる。このこ
とは相手に不安を抱かせることになり，さら
なる配慮がされることが示された。 
 以上，歴史的・地理的・社会的・談話的・
メディア的多様性のあり方から，日本語の対
人配慮の言語行動の多面性と，成立の経緯に
ついての知見が得られた。 
 このような日本語の対人配慮表現のあり
方は，多元ごとの比較によってより鮮明にな
るものと考えられる。 
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